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令和７年９月森町議会定例会会議録 

 

１  招 集 日 時 令和７年９月９日（火）    午前９時３０分 

 

２  招 集 場 所 森町議会議事堂 

 

３  開会・開議 令和７年９月９日（火）    午前９時３０分 

 

４  応 招 議 員 

 

１番議員 䬟 原 雄 太   ２番議員 小 澤 由 彦 

３番議員 髙 木 幸 広   ４番議員 佐 藤 嘉 彦 

５番議員 鈴 木 哲 司   ７番議員 佐 藤 明 孝   

８番議員 川岸和花 子   ９番議員 岡 戸 章 夫   

10 番議員 加 藤 久 幸   11 番議員 中根信一 郎   

12 番議員 西 田  彰 

 

５  不応招議員 なし 

 

６  出 席 議 員 応招議員に同じ 

 

７  欠 席 議 員 ６番議員 清 水 健 一 

 

８  地方自治法第 121 条の規定に基づき議場に出席した者の職氏名 

 

町 長 太 田 康 雄  副 町 長 村 松  弘 

教 育 長 野 口 和 英  総 務 課 長 平 田 章 浩 

危機管理課長 鈴 木 知 寿  政策企画課長 鈴 木 勇 登 

財 政 課 長 鈴 木 俊 久  税 務 課 長 長 野  了 
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住民生活課長 森 下 友 幸  福 祉 課 長 中 村 貢 

健康こども課長 朝 比奈礼 子  産 業 課 長     栗 田 俊 助 

建 設 課 長 緩 鹿 英 文  定住推進課長 鈴 木 孝 佳 

上下水道課長 小 坂 一 郎  会 計 課 長 䬟 原 一 嘉 

学校教育課長 塩 澤由記 弥  社会教育課長 三澤由紀 子 

病院事務局長 朝 比奈直 之 

 

９  職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 

議会事務局長 岩 井 秀 司  議 会 書 記 森 下 幹 子 

            

10  会議に付した事件 

    

   議案第５０号 森町一般職の任期付職員の採用に関する条例について 

   議案第５１号 森町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正 

する条例について 

   議案第５２号 森町天方総合センターの設置に伴う関係条例の整備に関する条 

例について 

   議案第５３号 令和７年度森町一般会計補正予算（第４号） 

   議案第５４号 令和７年度森町一般会計補正予算（第５号） 

   議案第５５号 令和７年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

   議案第５６号 令和７年度森町病院事業会計補正予算（第１号） 

   議案第５７号 東遠学園組合規約の変更について 

   認定第 １号 令和６年度森町一般会計歳入歳出決算認定について 

   認定第 ２号 令和６年度森町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

          て 

   認定第 ３号 令和６年度森町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ               

          いて 

   認定第 ４号 令和６年度森町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

   認定第 ５号 令和６年度森町大久保簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 
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について 

   認定第 ６号 令和６年度森町三倉簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

   認定第 ７号 令和６年度森町大河内簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

について 

   認定第 ８号 令和６年度森町水道事業会計決算認定について 

   認定第 ９号 令和６年度森町公共下水道事業会計決算認定について 

   認定第１０号 令和６年度森町病院事業会計決算認定について 

 

 ＜議事の経過＞ 

議  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 番議員 

 

 

 

 

  

 

議  長 

総務課長 

 

 

（ 中根信一郎 君 ）出席議員が定足数に達しておりますので、

これから本日の会議を開きます。 

 それでは、日程に入ります。 

 日程第１、議案第 50 号「森町一般職の任期付職員の採用に関す

る条例について」を議題とします。 

 本議案は第一常任委員会に付託する予定です。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 10 番、加藤久幸君。 

（ 加 藤 久幸  君 ）これは、地方公共団体の一般職の任期付

職員の採用に関する法律に基づいた条例の改正かと思います。５

年を超えない範囲内で任命権者が定めるということかと思いま

す。 

まず、この任期付職員について、正規職員と同等の福利厚生、そ

れから退職金の支給等、そういうものが適用されるかどうかお伺

いをします。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章 浩  君 ）総務課長です。 

 加藤議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 任期付職員につきましては正規職員と同様の業務や身分待遇と
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議  長 

10 番議員 

 

 

 

 

 

議  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いう点が同じでございますので、任期付職員でも本格的な業務に

従事が可能となりまして、賞与の支給、休暇では年次有給休暇、

夏季休暇、特別休暇もございますし、手当につきましても、通勤

手当、時間外勤務手当、扶養手当、住宅手当等の要件に応じて支

給をされるということでございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）10 番、加藤久幸君。 

（ 加藤 久幸  君 ）任期付職員でも正規職員と同等の福利厚

生等が入られるということで分かりました。 

 次に、任期付職員と特定任期付職員がいると思いますが、違い

を教えていただきたいと思います。 

 それからもう一つ、任期付職員から正規職員に転換はできるの

か、その辺の制度についてお伺いをいたします。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平 田 章 浩  君 ）総務課長です。 

 加藤議員の再質問にお答えさせていただきます。 

 任期付職員につきましては、特定任期付職員、一般任期付職員、

４条任期付職員、任期付短期時間勤務職員ということで、大きく

４種類に分かれてございます。 

 特定任期付職員につきましては、高度な専門的な知識、経験ま

たは優れた識見を有する者というようなことで、高度の専門的な

知識、経験または優れた識見を一定期間活用し、特に必要とされ

る業務に従事する場合に採用するものでございまして、具体的に

申しますと、医師や弁護士がそういうものに該当します。 

 一般任期付職員につきましては、特定任期付職員については高

度な専門知識でございましたけども、一般任期付職員につきまし

ては、専門的な知識、経験を有する者で、その専門的な知識、経験

が必要とされる業務に従事をするというようなことでございま

す。具体的には保育士や教諭、看護師が該当する業務になります。 

 ４条任期付職員につきましては一定期間内に終了することが見

込まれる業務に従事するという仕事でございまして、一定期間に
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議  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

10 番議員 

 

 

 

 

議  長 

総務課長 

 

 

 

 

議  長 

限り業務量の増加が見込まれる業務ということになります。こち

らについては、窓口対応とかになろうかと思いますので、資格と

いうよりも、業務量が増えるときに任用するというものでござい

ます。 

 任期付短時間勤務につきましては、住民に対するサービス提供

体制の充実であったり、部分休業を取得する職員の業務の代替と

いうところで、短時間の勤務の任期付職員を採用するということ

で大きく４種類でございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章 浩  君 ）総務課長です。 

正規職員に登用するかということに関しましては、任期付でご

ざいますので、任期が終了し次第退職という形で、正規になる場

合には別途採用試験を受けていただくというような形になりま

す。３年の任期付きで必要とあれば５年まで延長できますので、

任期付きの延長は５年まで、延ばせば５年間でできますけども、

先ほど言ったように５年になりましたら、退職という形になりま

す。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）10 番、加藤久幸君。 

（ 加 藤 久幸  君 ）４種類に分かれているということでよく

分かりました。 

最後になりますが、この任期付職員は一般のその業務を積みな

がら、並行して正規職員の採用試験を受験することは可能でしょ

うか。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章 浩  君 ）総務課長です。 

加藤議員の再質問にお答えさせていただきます。 

 期限が決まっておりますので、期限が来るということで期限後

の採用を見て、応募をして試験を受けるということは可能だと考

えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 
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４番議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４番、佐藤嘉彦君。 

（ 佐 藤 嘉 彦 君 ）４番、佐藤です。 

 ３点ほどお聞きしたいと思います。 

 まず１点目ですが、今回四つの任用パターンということで、条

例で書き分けられているということですが、現時点で具体的に想

定しているような担当業務、任用業務を考えているようでしたら、

それを教えていただきたいと思います。それが１点目。 

 そして２点目ですが、今回の新規制定の条例の附則が、「この条

例は、令和７年 10 月 1 日から施行する。」ということですが、こ

の施行日 10 月１日、なぜこの日で施行するのかという理由を教え

ていただきたいと思います。 

 それから３点目ですが、この４パターンの任用についての給与

の位置づけ、これはどうなっているのか。条例上の根拠があるか、

今後定めていくのか、基本的に給与条例の中で準用していくのか

等々、その位置づけについて教えていただきたいと思います。以

上です。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平 田 章 浩  君 ）総務課長です。 

佐藤嘉彦議員の質問にお答えさせていただきます。 

 まず一つ目の具体的にあるのかということでございます。こち

らの条例につきましては、人材の確保ということで正規職員で採

用するであるとか、業者にお願いして委託で来てもらうとかとい

う方法でいろいろ確保をしていたとこでございますけども、任期

付採用職員という方法については、今までうちの町で取り組んだ

ことがないという状況が現在までございました。条例につきまし

て、西部地域でこの条例を持っていないのは御前崎市と森町とい

う状況でございまして、こちらについては他市町を見た中で人材

確保をできる方法を増やして、住民サービスの向上を図る方法と

して適切であるということで判断をして、今回９月議会に上げさ

せていただいているという状況で、幅広い人材を期限付きで必要
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議  長 

病  院 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

なときに採用できるというような新たな手法を町とすると手に入

れたいというようなことで考えて、幅広い人材を確保するために、

９月議会に提案させていただいているところでございます。具体

的に採用があるかどうかについては、今こういった条例を９月に

上程をするということで各課に情報を展開してありますので、総

務課で現在これを使ってというようなことは考えておりませんけ

ども、今、公立森町病院で検討しているということは聞いており

ます。 

 なぜ 10 月１日かというようなことでございますけども、10 月

１日にさせていただいたのは、下半期が 10 月１日から始まるとい

う中で公布の日からではなく、10 月１日を基準ということで今回

提案をさせていただいたものになります。 

 それから４種類の任用職員の給与についてでございますけど

も、特定任期付職員については給料については高額になってくる

というようなことがございます。これにつきましては、特定任期

付職員が必要になった場合には、都度条例で定めるということも

考えられると考えております。 

 一般任期付職員、４条任期付職員、任期付短時間勤務職員の給

与につきましては、現在の給料表を見て、業務内容を確認し、現

在の給与条例の給料表に基づき、町長が決定をしていくとしてい

きたいと考えております。私からは以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）病院事務局長。 

（ 朝比奈直之 君 ）病院事務局長です。 

佐藤議員のただいまの１点目の御質問、現時点での想定はとい

う御質問について、病院として答弁させていただきます。 

 病院の事務職員、特に医事業務や経営戦略に従事する職員につ

きましては、病気や診療報酬制度などの医療従事者と同等の専門

的な知識と実務経験を必要としております。役場から人事異動で

病院に配属される事務職員が病院内で医療に精通し、専門的な業

務を行えるようになるには一定の教育育成期間が必要となりま
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議  長 

４番議員 

 

 

 

 

 

 

す。病院の事務職員は、長期間継続勤務ができるよう病院独自で

も採用しておりますが、また診療報酬請求や受付業務など実務の

医療事務に関しましては、実績のある専門業者に業務をしている

といった状況でございます。今後、当院におきましても、ますま

す病院経営を取り巻く環境は厳しくなることが予測される中で、

経営を強化し、安定的に健全経営を維持していくためには、病院

経営や医事業務に精通し、また職員、職場の管理や他部署との連

携など、マネジメント能力に優れた人材の確保、育成は非常に重

要な課題となってまいります。そのような状況におきまして、今

後、病院経営や医療等に関する専門的な知識や経験等を有する人

材を確保するため、状況や目的に応じて任期を定めて採用するこ

とは必要であると考えております。具体的な役割、役職としまし

ては、医事業務や経営戦略の専門的な知識や実務経験を有する人

を管理職待遇として採用することを想定しておりますが、詳細に

つきましては、今後検討してまいりたいと考えております。また、

医師や薬剤師などは国家資格を有する職種ですが、全国的に見て

も絶対数が少ない医療従事者でありますが、そういった職種の確

保につきましては、今後もますます困難になると思われます。そ

れらの職員が定年退職等により、一定期間、病院において存続確

保することが困難である場合には、任期付職員として待遇を維持

し、雇用を継続するということも想定をしているところでござい

ます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）４番、佐藤嘉彦君。 

（ 佐 藤 嘉 彦  君 ）４番、佐藤です。 

 それでは最後に１点だけお聞きしたいと思います。 

 この任期付職員に関する採用方法についてです。条例でいきま

すと第２条第１項、第２項に職員の採用についてはいずれも選考

で行うという規定がございます。一方、３条、４条のいわゆる４

条任期付、任期付短時間勤務、こちらの職員の採用については特

に規定がないということで、これについては規定がないので、原
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議  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

12 番議員 

 

 

 

 

議  長 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

則に戻って、地方公務員法の原則に則って競争試験を行うという

意味かどうかという点を確認させていただきたいと思います。以

上です。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章 浩  君 ）総務課長です。 

佐藤嘉彦議員の再質問にお答えさせていただきます。 

 佐藤嘉彦議員質問のとおり、特定任期付職員と一般任期付職員

については書かせていただいたように、選考ということで実施を

します。残りの４条任期付職員、任期付短時間勤務につきまして

も佐藤嘉彦議員おっしゃるとおり、競争試験を実施していきたい

と考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 12 番、西田彰君。 

（ 西 田 彰 君 ）今、質問されたことに対する答弁におい

ては、病院の関係は分かりますけども、本町に関しても、例えば

企業誘致とか、そういったものに精通した人材を確保するために

こういう任期付職員の採用をするというようなことは、考えられ

ませんか。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平田章 浩  君 ）総務課長です。 

 西田議員の質問にお答えさせていただきます。 

 西田議員御質問がありました企業誘致の職員を、こういう任期

付職員を採用するという考えはないかということでございます。

選択肢としますと、西田議員質問のとおり、企業誘致に専門的な

知識を持った職員を任期付で雇うというようなこともございます

し、ほかの業務につきましても任期付職員が必要であれば、取っ

ていきたいと考えてございます。具体的に何を今後雇っていくか

については、詳細を今後、検討をしていくというような状況でご

ざいます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 
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議  長 

総務課長 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第２、議案第 51 号「森町企業職員の給与の種類及び基準に

関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

 本議案は、第一常任委員会に付託する予定です。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第３、議案第 52 号「森町天方総合センターの設置に伴う関

係条例の整備に関する条例について」を議題とします。 

 本議案は、第一常任委員会に付託する予定です。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ４番、佐藤嘉彦君。 

（ 佐 藤 嘉 彦 君 ）４番、佐藤です。 

 １点お伺いしたいと思います。 

 今回、天方総合センターを公の施設に組み込むという条例の改

正ということですが、この附則を見ますと令和８年４月１日から

施行するということになっております。ただ、条例の施行日が同

時に管理開始の日と考えるならば、例えば指定管理者の指定であ

るとか、それに伴って必要な事前の事務手続き、そういったもの

についても、この条例の施行の日の前においても行うことができ

ると、そういったような規定、いわゆる準備行為、条例の附則で

準備行為として条例の施行前であっても、その指定管理者の指定

に必要な手続きを行うことができると、そういった旨の附則にお

けるその規定というのは、必要ないのかどうかというところをお

聞きしたいと思います。 

（ 中根信一郎 君 ）総務課長。 

（ 平 田 章 浩 君 ）総務課長です。 
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議  長 

危機管理 

課  長 

 

 

 

 

 

佐藤嘉彦議員の質問にお答えさせていただきます。 

 今回、この条例につきましては、附則でそのような記載を書い

てございません。今までの本町の条例につきましては、そのよう

な記載がございました。今回、この条例を作る時に令和８年４月

１日の施行になっております。お認めいただけたなら、今月末か

ら来月頭には公布をしていくというようなことでございます。４

月１日に施行するということでございますので、当たり前として

準備行為は４月１日前でもできるということで、確認の意味で記

載をしていたと考えておりまして、今回、４月１日以前に準備行

為を行うというのは当然な行為であると考えまして、その附則に

ついては記載を省いてございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 ９番、岡戸章夫君。 

（ 岡 戸 章 夫 君 ）９番、岡戸です。 

 今回のこの天方総合センター、新しいセンターですけれども、

まず使用料ですけれども、この教育研究室については、基本使用

料 5,500 円ということで、若干ほかの施設と比べて高いのですけ

れども、5,500 円にした根拠はどうかということが一つ。 

使い勝手で、従来の丸山会館は、例えば予約とか、鍵の管理と

か、近隣の人に委託をしてやっていたと思いますけれども、そこ

ら辺の運用の管理というのはどのような形になっていくのかお伺

いします。 

（ 中根信一郎 君 ）危機管理課長。 

（ 鈴木知 寿  君 ）危機管理課長です。 

 ただいまの岡戸議員からの御質問にお答えいたします。 

 ２点ほど御質問いただいております。 

 まず１点目ですけれども、天方総合センターの教育研修室の使

用料が高いのではないかといったところの御質問かと思います。

使用料につきましては、天方総合センターの使用料を考えるにあ

たりまして、園田総合センター、飯田総合センターの使用料とい
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議  長 

 

12 番議員 

うものが条例上決まっておりますので、そちらを参考にさせてい

ただいていると、そことの整合性を図ったといったところでござ

います。具体的に申しますと、今回の天方総合センターの教育研

修室１というところは、基本使用料 5,500 円といったところで掲

載をしております。面積に直しますと、142.255 平米という形の面

積になります。こちらが園田総合センターで言いますと、２階に

教育研修室１、それから教育研修室２といったものがございます。

こちらが中でパーテーションで仕切られるのですけれども、一体

的に使うといったところもございます。こちらの面積が１、２合

わせて 160.1 平米でございます。その中で各基本の使用料を見ま

すと１が 2,750 円、２が 2,750 円ということで、合計で 5,500 円

になります。それから、飯田総合センターにつきましても教育研

修室１、２とあります。こちらにつきましても２階で、パーテー

ションで仕切ることができますけれども、実際、一体的に利用し

た場合、97.64 平米の面積になります。その場合、2,750 円が両部

屋で 5,500 円になりますので、そういったところで面積等も勘案

しながら、飯田、園田との整合性を図って、5,500 円という形にさ

せていただいたところでございます。 

 それから、２点目の地元の鍵の管理といったところでございま

す。こちらにつきましては、８月にも地元の町内会長の皆さんと

一度、廃止に向けた、それから今回の天方総合センターの関係の

話といったところの話合いの場も設置をさせていただいておりま

す。そういった中で、実際には指定管理者、これから手続きをし

てという形になりますけれども、また天方管理になった場合には、

そういった運営委員会等も設置をする中で、どういった鍵の管理

をされていくのかといったところは協議をしていただくという形

になっていくものと思われます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 12 番、西田彰君。 

（ 西 田 彰 君 ）天方総合センターですけども、先ほど教
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育訓練室は面積でということですけれども、炊き出し訓練室の基

本使用料が 1,100 円で、冷暖房が入っていません。これは面積の

狭いというのか、冷暖房もないのかどうか。その辺ちょっと分か

ったら。 

（ 中根信一郎 君 ）危機管理課長。 

（ 鈴 木 知 寿 君 ）危機管理課長です。 

 ただいまの西田議員からの御質問にお答えいたします。 

 炊き出し訓練室の冷暖房使用加算額がないということに関する

御質問かと思います。こちらにつきましては、炊き出し訓練室、

面積が 11.375 平米でございます。この中にはエアコンがございま

せん。ですから、基本的にはほかの部屋の部分からエアコンをと

いうところがあるものですから、冷暖房の使用加算額といったと

ころは、この中に計上していないという形になります。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第４、議案第 53 号「令和７年度森町一般会計補正予算（第

４号）」を議題とします。 

 本議案は、委員会付託の予定はありません。 

 質疑、討論、採決を一連で行います。 

 質疑はありませんか。 

 ７番、佐藤明孝君。 

（ 佐藤明 孝  君 ）議案第 53 号「令和７年度の一般会計補正

予算（第４号）」について質問いたします。 

 まず、説明書７・８ページ、３款１項６目、物価高騰対応重点支

援給付金事業費、福祉課所管になるものです。これにつきまして

は、ここにも説明が書かれているとおり、物価高騰対策として実

施した定額減税及び調整給付金においての不足分、これのための

システムの改修となっております。これにつきましては、対象世

帯が何世帯ぐらい存在するのか、またそれによる給付金の支給総
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議  長 

福祉課長 

 

額はどれぐらいになるのか。またこのシステム改修後に使用でき

る期間を今後どれぐらいを想定されているのか、その３点につい

てお願いいたします。 

（ 中根信一郎 君 ）福祉課長。 

（ 中 村 貢 君 ）福祉課長です。 

 佐藤明孝議員の御質問にお答えいたします。 

 不足額給付の対象世帯数、それから金額がということでござい

ますけれども、現在の段階では全く予想がつかないというような

状況となっております。 

 昨年度、調整給付を行っておりますけれども、その際には 3,401

人の納税義務者に扶養者を含む 5,945 人分１億 3,647 万円を給付

していますけれども、そこまでにはならないのではないかと考え

ております。近隣の磐田市や掛川市の状況を確認いたしましても、

対象者は調整給付対象者の約 70 パーセント、給付額が約 45 パー

セントとなっております。仮にこの数値を森町に当てはめますと、

対象者は約 2,380 人、給付額は約 6,200 万円となるということで、

大体そのぐらいの数字になってくるのではないかなと考えており

ます。 

 また、システムの使用期間ということですけれども、こちらに

ついては、今回議決をいただきましたら、契約等々の行為に入っ

ていきますけれども、まだいつまでというのは確定しておりませ

んけれども、当然給付が終わる期間まで、それプラス余裕を持っ

て、期間を設けていきたいと考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）７番、佐藤明孝君。 

（ 佐藤 明孝  君 ）今のところまだ予想がつかないというお

話ですけれども、こういった関係が判明するにつきましては、期

間としてはどのぐらいの後になるでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）福祉課長。 

（ 中 村 貢 君 ）福祉課長です。 

再度の御質問についてお答えいたします。 
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 全員協議会の中でも御説明をさせていただきましたけれども、

本日、内容について議決をされましたら、最終日に対象者等々の

追加の給付額についてとプラス事務費かかってくる通信費、郵送

料等々を上げていきたいと考えておりますので、予定といたしま

しては、議会の最終日にそちらを上げていきたいと今考えており

ますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 ８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）川岸です。 

 この定額給付、不足額給付の対象者の抽出を早期に行って、今

年中に給付するために、この決裁が急がれるということは、全員

協議会でよく分かりました。１点だけ、ちょっと分からないと思

ったのが、この委託料が 4,686 千円で、国からの地方創生臨時交

付金の事務費分の限度額が 4,468 千円ということで、この差額分

というのは、見積もりとその限度額が違うということでしょうか。

この差額の意味を教えてください。 

（ 中根信一郎 君 ）政策企画課長。 

（ 鈴 木 勇 登 君 ）政策企画課長です。 

 川岸議員の御質問にお答えをいたします。 

 システム改修費が 4,686 千円に対して、国の交付金の歳入 4,468

千円になっていると、差が出ているのはなぜかというような御質

問かと思います。 

 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の歳入につきまして

は、今回２種類の歳入を積み上げたものになってございます。一

つ目が不足額給付を含めた一体型支援として示されている交付金

の事務費の残でございまして、こちらが 242 万 7,000 円となって

おります。二つ目が推奨事業メニューとして示されている交付金

の残でございまして、こちらも事務費に充てることができるとい

うことで、こちらの残が 204 万 1,000 円となっております。これ

を合わせて 4,468 千円となっているものでございます。このうち
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議  長 

事務費として示されている 242 万 7,000 円につきましては、概算

として低く見積もった額が示されているものでございまして、不

足額給付として実際に支払った人数に応じて、一人当たり 3,000

円の事務費がいただけるということになっておりますが、最終的

に調整されるものでございます。なので、増が見込まれるものと

考えております。ですので、見積もり額との差ということではな

くて、今回２種類の歳入を積み上げた金額がこの金額ということ

でございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 12 番、西田彰君。 

（ 西 田 彰 君 ）この定額減税の関係では、昨年のものが

年度末になっても支給が遅れていたとか、そういった声も聞きま

したが、今回、12 月末もしくは１月の初め頃には確実に支給され

るのでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）福祉課長。 

（ 中 村 貢 君 ）福祉課長です。 

 西田議員の御質問にお答えいたします。 

 こちらでシステム改修を行いまして対象者の抽出いたしました

ら、速やかに、10 月の初めには通知出していきまして、最終振込

み 12 月ということで、全協の中でも説明させていただきましたけ

れども、そちらのスケジュールに間に合うように確実に事務を行

っていきたいと思っております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。 

 まず、本案に対する反対の方の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）討論なしと認めます。 
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 これから議案第 53 号を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（ 起 立 全 員 ） 

（ 中根信一郎 君 ）起立全員です。 

 したがって、議案第 53 号は原案のとおり可決されました。 

日程第５、議案第 54 号「令和７年度森町一般会計補正予算（第

５号）」を議題とします。 

 本議案は、第一、第二両常任委員会に付託する予定です。 

 これから質疑を行います。 

 所管の委員会を間違えないようにお願いをいたします。 

 質疑はありませんか。 

 ９番、岡戸章夫君。 

（ 岡 戸 章 夫 君 ）９番、岡戸です。 

 説明書の 10 ページ、歳出のところです。最初に２款１項５目、

一番上段の財政課のところでテレビ受信料ということでありま

す。ＮＨＫさんと協議して、このような結果になりましてという

ことですけれども、もう少しその協議の詳細を教えていただきた

いです。例えば何年分くらいまでさかのぼって請求がされるとか、

また１台当たりいくらぐらいだとか、その辺の詳細お願いします。

それが一つ。 

 それと二つ目に、３款１項１目、民生費のところでございます。

まず、福祉課の平和祈念碑建立工事についてです。これは旧周智

高跡地へ移転するということでございましたけれども、具体的に

もう少しどこの場所にどのような形で建てられるのかということ

を説明お願いしたいと思います。それとあわせて移設が完了した

ら、何か式典みたいなことも考えておられるのか伺います。 

 それと三つ目、同じく３款１項４目、これも福祉課のところで、

地域介護・福祉空間整備等施設整備事業費補助金ということで、

これはたんよりさんのところに非常用発電機を設置するというこ

とで伺っております。これももう少し詳細を伺いたいですけれど
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も、700 万円を超えるということでかなり大きなものと想定でき

ていますけれども、もう少し具体的にメーカーさんとか、キロワ

ット数、発電機の仕様、これは停電時に自動的に切替えになると

か、その辺の仕様をお願いしたいと思います。併せて、今後のメ

ンテナンスとか維持費については、たんよりさんで支払っていく

のかということ、それと今回この発電機設置するにあたっては、

たんよりさんからの要望があって設置したのか、それとも福祉課

で例えば提案されて、この事業が進めるのか。全体で３点、お願

いします。 

（ 中根信一郎 君 ）財政課長。 

（ 鈴 木 俊 久  君 ）財政課長です。 

 岡戸議員の御質問にお答えします。 

 ９・10 ページ、歳出の２款１項５目、財産管理経費のＮＨＫに

対するテレビの受信料の支払いの関係で詳細についてということ

でございます。 

 これにつきましては、本年２月に愛媛県で公用車のＮＨＫ受信

料未払いが明らかになったという、全国的なニュースになりまし

た。こういった経緯を踏まえて、県内でも各自治体が公用車に付

いているカーナビにテレビの受信機能が備えているかどうかとい

うことで確認をして、確認が取れた場合にＮＨＫと契約を結んだ

上で未払い分の支払いを行うように対応がされてきたということ

でございます。これにつきましては、本町もカーナビが付いてい

る車両がございますので、その車両について確認をしたところ、

役場庁舎内でテレビが映らないということが確認できました。し

かし映らない理由が分からないものですから、その調査をずっと

続けてまいりました。結果的に申し上げますと、受信電波の弱さ

によって受信することができなかったということで、町内のいろ

いろな場所に行きまして、例えば袋井に近いようなところへ行っ

て確認をしたら、映ったというようなことがございましたので、

もう一度カーナビの付いている車については受信ができるかどう
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かということをそれぞれ確認させていただいた上での結果となっ

ております。こういった経緯がございまして、受信が確認できる

のに時間がかかったので、ほかの自治体に比べて森町では御報告

が遅くなったという形になっているということでございます。 

対象の車両につきましては、一般会計管理の車両としましては

10 台ございます。最も古い車両でございますが、これにつきまし

ては 29 人乗りのマイクロバスになりまして、初年度登録でいうと

平成 17 年の登録になっているということでございます。しかしこ

のマイクロバスにつきましては、アナログ放送の受信機能を持っ

ていた車両でございまして、途中でアナログ放送が終了しており

ますので、その後はデジタルの受信ができないということで、テ

レビの視聴ができなくなっておりました。しかし、カーナビ機能

が必要だということで、途中で簡易型のカーナビを設置しており

ますので、それ以降の受信料等も合わせて支払いをさせていただ

いているという形でございます。この従来の中で一番長く経過年

数、要は先ほど言ったマイクロバスについては、一部期間を抜い

ておりますので、全部支払い対象の期間として計上されたのがプ

リウスという車両でございまして、これが 176 か月分対象になっ

ておりまして、これについては受信料の見積もりとして 22 万

4,455 円という形になっております。その次に長いものにつきま

しては、消防団の本部車両で使っております車両がございまして、

これが 162 か月という形になっております。これが 20 万 5,625 円

という形で、車両ごとＮＨＫにその確認をさせていただいて、受

信料の金額を算出していただいた数字を今回計上させていただい

ているという内容になっております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）福祉課長。 

（ 中 村 貢 君 ）福祉課長です。 

 岡戸議員の御質問にお答えいたします。 

 最初の平和祈念碑建立工事の関係ですけれども、設置場所等々

については森町総合体育館の敷地の森小学校側の幼稚園前の植栽
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地に設置を予定しております。総合体育館の敷地につきましては、

現在の遺芳塔に近いため遺族にとっても訪れやすく、旧周智高跡

地は遠州の小京都のリノベーション推進計画において公園用地と

なっていることから、体育館や公園利用者等多くの人の目に留ま

り、平和祈念の意識の啓発が可能となると考えております。また

設置する祈念碑ですけれども、台座が２メートル 20 センチ、石は

御影石を使用しまして、横１メートル 50 センチ×縦１メートル６

センチの碑を設置をしていきます。碑には説明文等といたしまし

て、文面等々を埋め込むようにしますにいたします。なお、説明

の漢字ですけれども全てに振り仮名を振りまして、お子さんにも

読みやすくするための配慮をしていきたいと考えております。ま

た、式典等の開催についてでございますけれども、こちらについ

ては具体的に決まってはおりませんけれども、もし仮に行う場合

には完成記念式のような形で恒久平和への願いを次世代につなげ

ていく良い機会として考えていきたいと考えております。 

 次の地域介護・福祉空間整備等施設整備事業費補助金の関係で

すけれども、こちらについて整備される非常用自家発電機の詳細

ということですけれども、整備される非常用自家発電機の自家発

電設備につきましては、ＬＰガス非常用自家発電機ということで、

こちらで工事費等も対象になるということです。自家発電機分、

電材費、電工費、それからＬＰガスバルクのタンク工事、基礎工

事が該当の経費となってきます。メーカーにつきましては、デン

ヨー株式会社さんのものと聞いております。それからＬＰガスバ

ルクの容量ですけれども 298 キログラムということで、起動から

電力供給までが約 40 秒、被災後 72 時間以上の事業継続が可能と

なるということで聞いております。また、維持費についてはたん

よりさんの負担ということになってきます。 

こちらの要望等々ですけれども、町から町内の対象施設に県か

ら要望調査を実施しておりまして、そちらを確認していただいて、

グループたんよりさんから申請があったという流れで、今回そち
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らで申請を受けまして、県との協議を進める中で内示をいただき

ましたので、今回補正予算として上げさせていただいたという経

緯となっております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）財政課長。カーナビの関係で、受信料の

単価の質疑があったと思いますが。 

財政課長。 

（ 鈴 木 俊 久 君 ）財政課長です。 

受信料の単価ということでございますが、全期間を算出してい

ただいておりますので個別に申し上げますと、設置月が無料にな

る車両があったりなかったり、割引が利いたり利かなかったりと

いうのもありますので、一概に単価を申し上げることができませ

んことを御了承いただきたいと思います。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 ７番、佐藤明孝君。 

（ 佐藤明 孝  君 ）11・12 ページ、７款１項４目、観光費に

ついて質問させていただきます。 

 この観光費につきましては、遠州の小京都リノベーション推進

事業により整備を進めているということです。整備をすべきとこ

ろがたくさん記載されておりますけれども、まずは具体的なこの

整備業務、この内容的なものを御説明いただきたいと思います。

まち中から城下地区、さらには元開橋から太田川ダム周辺の吉川

沿いのエリアと体験の里「アクティ森」、コテージアクティ、半夏

生の里、吉川キャンプ場と太田川ダム、その他もろもろあります

けれども、具体的な業務内容をお願いしたいと思います。 

（ 中根信一郎 君 ）佐藤明孝議員にお伺いします。 

 ７款１項４目、観光費の中の 0001 についてなのか、0005 につい

てなのか、その辺はっきりとお答えをお願いします。 

（ 佐 藤 明 孝 君 ）0001 です。 

 整備の業務的なものを概要で構いません。どんなところに重点

を置いて、整備されるのかというところをお願いします。 
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（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗 田 俊 助  君 ）産業課長です。 

 佐藤明孝議員の質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 11・12 ページの７款１項４目、委託料の 0001 の観光事務費の観

光地エリア景観計画策定業務委託料の内容の御質問でございま

す。 

 こちらの観光地エリア計画の今回の委託料でございますが、観

光地の整備を進めて魅力を向上させるための取組の実施に向け

て、今回、県単独事業の観光地域づくり整備事業補助金を活用す

るにあたりまして、観光地域づくり補助金の条件といたしまして

観光地全体の魅力を向上させるため、これまで点的に実施してき

た施設整備を見直して、景観に配慮した面的整備を推進するとい

うことで、観光地エリア計画との整合を図った上で、この観光づ

くり整備事業の事業を申請していくということでございます。そ

れに伴いまして、今回、観光地エリア景観計画ということで委託

料を計上させていただいてございます。 

先ほど佐藤議員からお話がありましたように、こちらの観光地

景観計画の区域につきましては、元開橋から太田川ダムの吉川沿

いのエリアで、今考えてございまして、森町体験の里「アクティ

森」、コテージアクティ、古道トレイル、これはヤマハの関連事業

になります。それから半夏生の里、吉川キャンプ場、太田川ダム、

かわせみ湖周辺の整備という区域を今回の景観計画のエリアとい

うことで載せさせていただいています。主に重点的な整備という

ことで、これから森町体験の里「アクティ森」の整備やコテージ

アクティ、先ほど言いました古道トレイルといったような整備に

向けていく中で、体験の里「アクティ森」についても建築から 30

年が経過してございますので、そういったところでまた修繕等が

必要になってくる場合もございますので、そうしたものに対して

観光地域づくり整備補助金を活用しながら事業を進めていきたい

というところで今考えております。以上です。 
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（ 中根信一郎 君 ）７番、佐藤明孝君。 

（ 佐 藤 明孝  君 ）景観計画に基づいた計画ということで整

備関係は分かりました。 

 引き続いて同ページの説明欄 0005 遠州の小京都リノベーショ

ン推進事業に伴いまして、旧児童館跡地と静銀森町店跡地、ここ

が拠点となる施設の整備についてお聞きします。この２点につき

ましても、引き続き周辺の整備ということで、企画プロデュース

を行うための業務委託と、このような形で補正が組まれてござい

ます。これにつきましては、企画プロデュースに期待するものが

どういったところにあるのかというところをお聞きしたいと思い

ます。 

 そして説明書の 13・14 ページになります。７款１項６目、森町

体験の里振興費の中からヤマハ発動機と包括連携協定を結ばれた

ということです。マウンテンバイク等を活用した取組ということ

で、アクティ森内にそのコースを作られるということですけれど

も、マウンテンバイクの普及ということは非常に喜ばしいことだ

とは思いますけれども、ここでマウンテンバイクにそれなりに慣

れた人が更に再びアクティ森に戻ってきて、いろいろ取り組んで

いただくというその事後的な方策、こういったものは考えられて

いるのかどうかという点をお聞きしたいと思います。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗田俊 助  君 ）産業課長です。 

ただいまの佐藤明孝議員の再質問にお答えさせていただきたい

と思います。 

 最初に７款１項４目の 0005 の遠州の小京都リノベーション推

進事業の関係でございます。 

 こちらにつきましては、令和６年５月 30 日に森町まちなかにぎ

わい創出コンソーシアムを発足させていただきまして、その中で

株式会社ＧＲＥＥＮＩＮＧさんとコンソーシアムの中で検討を重

ねてきております。今回、今月末に令和６年度に発注してきまし
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た基本計画が９月にできあがってくるということで、今回９月の

補正で基本設計、実施設計の予算を計上させていただいていると

いう状況でございます。13・14 ページの７款１項４目の上から二

つ目の旧児童館跡地及び周辺地域整備企画設計業務委託料につき

ましては、今回ＧＲＥＥＮＩＮＧさんに基本計画をお願いして、

今月末にできあがってくるわけでございますけども、今回この基

本設計、実施設計をお願いしていくにあたりまして、基本計画を

作っていただきましたＧＲＥＥＮＩＮＧさんからこの基本設計、

実施設計につきまして、こういう施設に作っていっていただきた

いというような、要するに町の立場と同じような形で、今回の旧

児童館、静銀跡地について、今後の設計について、詳しく設計士

にここはこういう形で設計をお願いしてくださいというようなと

ころをしていただくような形の一つの業務がございます。それか

ら、今回、旧児童館跡地、旧静銀跡地がこのリノベーション推進

計画の中の１弾目ということで整備をしていくわけですけども、

それに続きまして本町から天宮神社までの区間もありますので、

まち中がございますので、そういったところで次につながるよう

なものをどうしていけばいいかというようなことにつきまして、

ＧＲＥＥＮＩＮＧをはじめ、先ほど言いました森町まちなかにぎ

わい創出コンソーシアムの中で検討をしていきたいというところ

のでございます。そういった中での企画設計業務委託というとこ

ろでございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗田 俊助  君 ）続きまして２点目のマウンテンバイクの

関係でございます。 

 今回、全協でもマウンテンバイク整備につきまして御説明をさ

せていただいております。 

 今回は森町体験の里「アクティ森」の中にマウンテンバイクの

コースを整備していくということで、こちらにつきましてはヤマ

ハ発動機と双方の資源を活用し、地域活性化を目的とした包括連
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携協定を締結したことの取組の一つということで、アクティ森に

マウンテンバイクコース、パークを整備していくということとな

ってございます。今回、このアクティ森の中の整備するコースに

つきましては、初心者の練習用ということで 25 メートル×15 メ

ートルの長方形、小さいお子様が自転車の乗り方を練習できるよ

うなスペース、初心者のミニパンプトラック 20 メートルというこ

とで、こちらについては初心者にマウンテンバイクの楽しさを知

ってもらうような基礎を身につけるためのコースになります。そ

れから初級のパンプトラック 100 メートルにつきましては、マウ

ンテンバイクに必要な技術の幅を広げるようなコースになってお

ります。それから四つ目の中級のパンプトラック 300 メートルに

つきましては、五つのコースを作るわけですけども、その五つの

コースの中でも一番難易度が高くて、技術を磨くためのコースと

なっております。それから五つ目に初級トレイルコース 400 メー

トルにつきましては、五つあるコースの中で一番距離が長くなっ

て、連続して楽しむことができるコースになっております。今言

いました五つのコースをアクティ森に整備していきまして、アク

ティ森の中でマウンテンバイクを練習していただくような施設を

作っていくというような形になります。先ほど言いましたように、

技術をアクティ森のところで磨いていただきまして、それでその

後、古道トレイル等も今、ヤマハの中で考えておりますので、そ

ちらに走りに行っていただくというような形かなと思っておりま

す。またそういったところを走ってきた人が、またこのアクティ

森に戻ってきていただいて、またアクティ森の施設の中で、その

マウンテンバイクの技術を磨いていただくようなコースとしても

利用をしてもいただければいいのかなというところで、今は考え

ております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）７番、佐藤明孝君。 

（ 佐 藤 明孝  君 ）アクティ森に作られるコースにつきまし

てはいろいろなコースを設けて、技術等を磨いていただくという
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ことで内容的なものはよく分かりました。私が思うのは、そうい

ったところで練習した後に、さらにもう継続的にまた森町へ戻っ

てきてくれるかどうかという、事後方策的なもので、例えばアク

ティ森で技術を磨いた人については、さらに今度三倉に既にでき

ております、そっちのコースを導くとか、そういった方策的なも

ののお考えはどうでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗 田 俊 助 君 ）産業課長です。 

 佐藤議員の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 全協の中でもちょっとお話をさせていただきましたけども、こ

ういったマウンテンバイクを活用できる、練習できる場所という

のがあまり日本の中でもまたこの西部地域、静岡県の中でもあま

りこういったコースでマウンテンバイクを練習できる場所という

のは数えるところしか、今ございません。そういった中でこの時

点マウンテンバイクに興味を持たれている人が練習して楽しんで

いただくということにつきましては、一度だけ来るのではなくて、

アクティ森の中で技術を磨くために来ていただく人というのは非

常に多くなってくるのではないかということで期待はしておりま

す。またそこで技術を磨いた人が先ほど言いました三倉にありま

すミリオンペタル等において、もう少し難易度なコースをやりな

がら、またそこでもう少し技術を磨くために、またアクティ森の

中で練習をして、またミリオンペダルでまた走ってみるとか、ま

た、古道を走るために練習をしていくというような活用方法では

ないのかなというところで今現在考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太 田 康 雄 君 ）ただいま産業課長から答弁をいたしまし

たとおりですが、私から少し補足をさせていただきますと、この

マウンテンバイクの愛好者というのは、日本ではまだまだ少ない

ということは全員協議会の中でも御説明をさせていただきました

が、世界的に見れば、かなり広がる余地があるという中で、この
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森町でそのマウンテンバイクに親しんでいただこうという意味合

いを込めて、アクティ森に今回コースを造成するものです。ここ

でアクティ森のマウンテンバイクフィールドの役割としては、や

はりまずは親しんでいただく、慣れていただく、そういったマウ

ンテンバイカーの裾野を広げるという意味と、それから当然ヤマ

ハ発動機さんと連携をして進める事業ですので、その次の段階と

してミリオンペタルバイクパーク、あるいは古道トレイルという

ように連携をして、まずは入門コースということで整備をするも

のですので、当然連携をしながら、さらには森町だけに留まらず、

中東遠、あるいは遠州地方でのエリアを広げた取組に進めていけ

ればいいのではないかと、そのように考えて、今回このアクティ

森にマウンテンバイクフィールドを整備するものです。よろしく

お願いいたします。 

（ 中根信一郎 君 ）ここでしばらく休憩をいたします。 

（ 午前１０時４９分 ～ 午前１１時００分 休憩 ） 

（ 中根信一郎 君 ）休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 質疑はございませんか。 

３番、髙木幸広君。 

（ 高 木 幸 広 君 ）説明書 13・14 ページ、７款１項６目、森

町体験の里振興費のところの質問ですが、マウンテンバイクパー

クの利用は有料になると思うのですが、このパークの利益のうち

から町に入る利益は、大体何パーセントぐらいになるのか、もし

決まっているようでしたら教えていただきたいです。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗 田 俊 助 君 ）産業課長です。 

 髙木議員の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 今回、このマウンテンバイクパークにつきましては、アクティ

森の現在のパターゴルフ場をマウンテンバイクパークにしていく

ということになります。今現在、指定管理で株式会社アクティ森

が森町体験の里の管理運営を行っております。ですので、そのア
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議  長 

クティ森の敷地内の一部に今回このマウンテンバイクパークを作

るということになりますので、今の段階ではちょっと分かりませ

んが、マウンテンバイクパークの場所の売上げとか借地使用料と

かというのを含めて指定管理者であります、今で言いますと、株

式会社アクティ森とマウンテンバイクを運営するヤマハさんの中

で委託契約を結んでいただきますので、その中でどれだけの利用

に対しての賃借料といいますか、そういったものが発生するかと

いうパーセンテージは今後詰めていかないといけませんけども、

流れとしては、使ったところは指定管理者のところに、何パーセ

ントになるか分かりませんが、そういった部分が入っていくとい

うような形になります。現段階ではまだ金額等そういったところ

については、まだ詰めてない状況でございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 10 番、加藤久幸君。 

（ 加藤 久幸  君 ）先ほどのところと同じになりますが、説

明書９・10 ページ、２款１項５目、財産管理費 0001 のテレビ受信

料 10 台分の公用車の契約漏れのところですけども、これは事業所

と一般家庭とはまた異なると思うのですが、庁舎内においての携

帯電話、スマートフォン、それからパソコン等放送受信可能な場

合はこの対象に当てはまるのかどうかをお伺いいたします。 

 それから、同じページ９・10 ページの３款１項４目、老人福祉

費 7,710 千円の非常用自家用発電機の設置経費の補助、これは先

ほども御説明いただきましたグループホームたんよりの自家発

電、詳細については説明いただいたのですが、この設置場所を教

えていただきたいと思います。 

 それと 17・18 ページ、10 款２項１目、学校管理費、森小学校修

景整備工事の追加分かと思います。防球ネットの支柱や間隔が一

般的な規格に合ってないということですが、詳細についてお伺い

をいたします。以上３点になります。 

（ 中根信一郎 君 ）財政課長。 
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議  長 

学校教育 

課  長 

（ 鈴 木 俊 久 君 ）財政課長です。 

 加藤議員の御質問にお答えします。 

 御質問にあります事項別明細９・10 ページ、２款１項５目、財

産管理費のＮＨＫ受信料の関係でございます。 

 御質問の内容は、携帯電話やパソコンで視聴可能なものの受信

料についてと伺って御答弁させていただきます。 

 まず、パソコンにつきましては、役場庁舎内でテレビの受信機

能を持ったものがないと、うちで把握しているということでござ

います。 

 次にもう１点の携帯電話でございますが、携帯電話につきまし

ては、最新のものについては、役場で使っているものについては、

テレビの受信機能を外しているものが多いということです。ただ

昔のワンセグの時代のものについては、テレビ受信が可能なもの

がございます。ただこういったものにつきましては、主に防災課

の職員等が元来使っていきましたが、この携帯電話のテレビ受信

の機能が持っているものについての取扱いについては、その事業

所のところにテレビの受信契約のある部署であれば、携帯電話の

契約は不要というＮＨＫとの協議が整っておりますので、今回ワ

ンセグ等の昔の機能についても、それぞれの事務所の中でテレビ

の契約があるものですから、対象外ということで、今回の未払い

の対象にはなっておりません。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）福祉課長。 

（ 中 村 貢 君 ）福祉課長です。 

 加藤議員の御質問にありました設置場所について、お答えさせ

ていただきたいと思います。 

 設置される場所につきましては、たんよりさんの建物の前にあ

ります駐車場部分と聞いております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）学校教育課長。 

（ 塩澤由記弥 君 ）学校教育課長です。 

 ただいまの加藤議員の３問目の御質問でございます。 
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 18 ページ、学校教育課の 0003 小学校施設整備費 5,000 千円の

補正についてでございます。 

防球ネットの状況等についての御質問でございます。御案内の

とおり、こちらの予算につきましては、町道新田赤松線の整備に

よりまして、森小学校の正門付近の整備を行うものでございます。

当初設計から防球ネットの支柱が補償の範囲内に入っておりまし

たものですから、設計の際に業者に立ち会っていただいて計画し

たところ、全体で 60.5 メートルの防球ネットが設置されておりま

す。当初計画ですと、補償の範囲ですとそのうち 31.5 メートルが

補償の範囲であったというような状況です。業者の一般的な規格

といいますのが、まずは防球ネットの高さでございますが、現在

の防球ネットが 5.5 メートルの既設の高さがありましたが、一般

的には６メートルの高さを確保しているということ。あと支柱、

コンクリート柱がございますが、その太さにつきましても、既設

のものは先端部といいますか、末端部で 140 ミリメートルのコン

クリート柱を使用してございますが、一般的には 190 ミリメート

ルのコンクリート柱を使用するということ、あともう１点、支柱

と支柱の感覚でございます。１スパンが既設のものは 15 メートル

から 16 メートル、一定ではございませんが、おおよそそのくらい

のスパンがございます。一般的な規格としては、スパンは 10 メー

トルということでございますので、これらの状況を鑑みまして、

一遍に整備することが経済的であるというようなこともありまし

て、優先的に計画させていただいたものでございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）10 番、加藤久幸君。 

（ 加 藤 久 幸 君 ）テレビ受信料の関係は、よく分かりまし

た。 

それと、たんよりさんの非常用自家用発電機、あそこは立地的

に水没したりとか、何か水が出る場所かと思うのですが、せっか

く設置しても水没したら意味がないかと思いますが、その辺の検

証はどうなるか、たんよりさん、されているのかどうかというこ
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１番議員 

 

 

とをお伺いいたします。 

 それと支柱の関係、細かく説明いただきました。防球ネットの

関係、新田赤松線の関係も含めてということで説明いただきまし

た。これ、現在の規格に合ってないというですが、その設置した

ときの状況、規格が違ったのかどうか、規格は合っていたのかど

うか、そこら辺の御説明をお伺いいたします。 

（ 中根信一郎 君 ）福祉課長。 

（ 中 村 貢 君 ）福祉課長です。 

 加藤議員の再度の御質問にお答えいたします。 

 水没等の可能性について検討されているかどうかということで

すけれども、たんよりさんから伺っているお話の中では、業者さ

んと打合せ等をしている中で、そういったところも考慮して、建

設を進めていくと聞いております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）学校教育課長。 

（ 塩澤由記弥 君 ）学校教育課長です。 

 ただいまの加藤議員の御質問でございます、森小学校にある既

設の防球ネットについての御質問でございます。 

 防球ネットの設置につきまして、設置年度等は把握してござい

ませんが、過去の経緯でございますけど、少年野球であるとか、

サッカーをやる際のボールが道路に出てしまう、住宅側に飛び出

てしまうということから、一部ネットを設置、昭和の時代だと思

いますが、設置してあると。その後、また更に一部の防球ネット

しかなかったものですから、さらに延長してということで、期間

が新しく別にまたフェンスを設けた時期が過去にあったというよ

うに記憶しております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 １番、䬟原雄太君。 

（ 䬟 原 雄 太 君 ）２点ほど質問させていただきます。 

 13・14 ページ、７款１項４目、観光費 0005 遠州の小京都リノベ

ーション推進地域業委託料について、伺いいたします。この中で、
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基本設計、実施設計、企画設計と三つの項目がございます。この

それぞれの具体的な内容等、その相手方との契約は個別にそれぞ

れ基本、実施、企画とやるのかどうかといったところを伺いいた

します。 

 ２点目です。同じく 13・14 ページ、７款１項６目、森町体験の

里振興費についてでございます。これにつきましては全員協議会

でも御説明をいただきましたが、マウンテンバイクの普及、及び

アクティ森への波及、相乗効果を狙うものと、こういった目的の

もと計画をされているといったところでございます。そのうちマ

ウンテンバイクの普及といったところは、先ほども御説明があり

ましたので、アクティ森への波及効果、相乗効果、いわゆるシナ

ジーと言われるものだと思いますが、その具体的な内容を教えて

いただければと思います。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗 田 俊 助  君 ）産業課長です。 

 䬟原議員の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 最初に 11・12 ページの 0005 遠州の小京都リノベーション推進

事業の関係でございます。 

 基本設計、実施設計ということで、基本設計につきましては、

今お願いしております基本計画を基に配置図、平面図、立面図、

断面図、構造計算、設備設計、それから概算見積もりを基本設計

でお願いをしていくというような形になります。基本設計の目的

といたしましては。建築主の要望を具体的に図面化していただい

て、イメージを共有すると。それから建築基準法の規制に適合し

ているかというところを確認して、それから工事の概算を把握し

て予算との整合性を図っていくというようなことでございます。 

 続きまして実施設計でございますが、実施設計につきましては、

建物の外観とか内装とか間取りなど建物の見た目に関する図面、

構造図といたしまして骨組みとなるような構造に関する図面、設

備図ということで電気、ガス、水道、空調などの設備に関する図
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面、仕様書ということで製品とか仕上げなどの詳細を記述した書

類、それから展開図というようなところでございます。実施設計

につきましては、基本設計では、建物のコンセプトや配置、間取

り、構造などを決めていくわけですが、その骨格となる部分を実

施設計で詳細部分まで詰めていただくようなことを実施設計の中

の図面の中で、仕様書等を作成していただくというようなことを

今回、基本設計、実施設計をお願いしていくということでござい

ます。 

 13・14 ページの最後の児童館跡地及び周辺整備企画設計業務委

託料でございますけども、こちらについては、先ほど申し上げま

したとおり、今回の基本設計あるいは実施設計に伴う指示等を基

本計画を作成していただいたコンサルのＧＲＥＥＮＩＮＧさんか

ら今、設計、これから委託を出していく基本設計、それから実施

設計の委託者にＧＲＥＥＮＩＮＧさんから指示等を出していただ

いて、建物等をどのような図面ができるかというような内容のも

のをお願いしていきたいというところで考えておりますので、そ

れはコンソーシアムの中の意見を反映させながら指示を出してい

ければいいかなとは考えておりますので、今言いました企画設計

業務委託料についてと基本設計、実施設計は別の設計士になると

思いますので、今回の補正予算を計上させていただいている中で

は基本実施設計で１業者、それから企画設計で１業者というとこ

ろで今考えております。契約につきましては基本設計、それから

実施設計で契約については３本になりますけども、相手先につい

ては基本設計やったところが実施設計をやった方が分かると思い

ますので、そちらについては別発注になりますけども、業者につ

いては１事業者で今考えております。 

 続きまして、13・14 ページのマウンテンバイク整備事業のとこ

ろでございますが、今回このヤマハのマウンテンバイクパークが

できることによりまして、アクティ森全体といたしましては、ヤ

マハさんの会社としてのいろいろな取引がございますので、そう
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いったものと、あと会社としてのどれだけＰＲの仕方等もあると

思いますので、そういった形の中で、アクティ森に人がたくさん

来ていただいて、パークを利用していただくと。そこを利用され

た人が食事やそれから陶芸等に行っていただくというようなこと

が一つの施設としての、全体として、人がいろいろな場所をアク

ティ森の自転車以外の場所も利用していただくような相乗効果を

見込んでいるというような形でございます。それによりまして、

来た人がいろいろな人にいろいろな情報発信、ＳＮＳ等を使って

発信していただければ、また人が来ていただけるのではないかな

というところで期待をしているところです。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）１番、䬟原雄太君。 

（ 䬟 原 雄 太 君 ）初めに遠州の小京都リノベーション推進

事業委託費といったところで、基本設計、実施設計、企画設計の

それぞれの役割、コンセプトとその骨格だと、基本設計がコンセ

プトで、実施設計が骨格、企画設計はその後のプロデュースとい

った位置づけについては分かりました。それぞれ契約は個別に行

うといったところで、その契約が個別といったところですが、今

現在分かっている中で、その基本設計は今進行中といったところ

でございます。その実施設計、企画設計の時期的なもの、特に企

画プロデュースというと、実際に完成した後の企画プロデュース

も含まれるのかといったところも含めまして、その契約する時期

的なところを教えていただければと思います。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗 田 俊 助  君 ）産業課長です。 

 䬟原議員の再度の御質問にお答えさせていただきたいと思いま

す。 

 今回、補正予算を計上させていただいておりますので、これを

お認めいただければ、また先ほど言いましたとおり、９月末には

基本計画も上がってきますので、その後、発注に向けて進めてい

きたいと思っております。企画設計につきましても、コンソーシ
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アムの中でいろいろ検討はしていきますけども、先ほど言いまし

たとおり、まち中につきまして、今後、今、児童館跡地を第１段階

として、今回整理をしてまいりますけども、その後のまち中の整

備につきまして、また話をしていきたいというところで今考えて

おりますので、そちらにつきましても、基本設計、実施設等もこ

の中でお願いをしていくつもりでおりますので、発注時期につき

ましては同じ段階の中で、発注をしていきたいと考えています。 

（ 中根信一郎 君 ）１番、䬟原雄太君。 

（ 䬟 原 雄 太 君 ）企画設計についても同時進行といった理

解でよろしいでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗 田 俊 助 君 ）産業課長です。 

䬟原議員の再質問にお答えさせていただきます。 

 そちらにつきましては、同時進行で進めさせていただきたいと

考えております。また、企画設計業務につきましては、今年度の

事業ということで予算をつけさせていただいていますけども、ま

た来年度につきましても必要があれば、またこういった業務の委

託をして、今後も事業が上手く進むように検討していければいい

かなということで今考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 12 番、西田彰君。 

（ 西 田 彰 君 ）17・18 ページ、10 款６項１目 0002 勝太

郎家の件でございます。私は、サウナが提案された時から勝太郎

家の改修には懐疑的でおります。 

今回、奥座敷から眺めたら、西側ですけど、ちょっと殺風景、絵

にならない、それでは庭を作りましょうというような感じを受け

るわけです。勝太郎氏の本来は生家を、生まれた家を来場者に見

学してもらう、そして功績を知ってもらうというのが基本にある

と思う。ですから、これだけの改修費用、これからももっとかか

るわけですけど、必要なのかなと。 
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加えて答えてもらえるならば、カフェとか、そういった資料展

示イベントなどで、どのような事業者が入ってくるか、もし答え

られるようだったら、答えていただきたいと思います。 

（ 中根信一郎 君 ）社会教育課長。 

（ 三澤由紀子 君 ）社会教育課長です。 

 西田議員の御質問にお答えします。 

17・18 ページ、10 款、教育費、６項、社会教育費、４目、文化

財保護費の 0002 遠州の小京都リノベーション推進事業、今回は公

有財産購入と建物の解体についての予算計上ではございますが、

今回、用地を取得する件につきましては、庭を整備するというの

が一つの目的であり、やはり駐車場が不足しているということも

ありまして、所有者さんと交渉しまして、その取得の交渉に至っ

ているところでございます。 

その中に建物と勝太郎さんの功績を紹介する施設であればいい

のではないか、というところでございますが、勝太郎家はかつて、

もちろん中庭もございました。その辺につきましては、所有者さ

んとお話をして、このような庭だったというようなお話もさせて

いただいて、どういった庭だったかというところも含めて、再現

というか、復元を考えて、準備しているところであります。 

そのような中で、奥座敷を整備して、庭を眺めながら、お茶を飲

むといったところにつきましては、昨年 10 月には台湾のお客様が

見えて、勝太郎の施設の上長さんがいらっしゃったのですけども、

生家を見て、今皆さん御存知のとおりの生家ではありますが、そ

ういったところも見学に来られるということで、今後、台湾の交

流を考えたときに、そういった奥座敷にお通しして、生家を見て

いただくとか、庭を眺めながら過ごしていただくというのも一つ

の目的でもあるのかなと思っておりますので、今回庭も含めた敷

地を取得させていただくという経緯がございます。 

 それから、今、運営についてのお話がございました。現時点で

申し上げられるのは、城下地区の取組を現在進めておりまして、
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城下地区の人たちとお話をしながら、今後、勝太郎家だけではな

く、城下の賑わいを活性化していくという目的で、皆さんと一緒

に話をしながら進めているところではありますが、今、伴走支援

として関わっていただいている一般社団法人創造遺産機構（ＨＥ

ＲＩＴＡ）ともどのような形でこの取組を進めていくかというこ

とを協議しながら準備しているところですが、そういったまちづ

くり団体を作りますというところは、去年の議員説明会の中でも

皆さんにお知らせしたところですけども、城下の中でそういった

団体を作って、その人たちが勝太郎家の運営に関わっていただく

のがいいのかなというところで、今その辺の準備を進めていると

ころです。カフェとか展示とか、そういった対応の目的を考えて

おりますので、またそこが城下の取組の拠点となるように、そう

いったところで進めていければいいのかなと思っております。 

また、契約方法とか、前回の議会で指定管理を考えているとい

うお話もさせていただきましたので、そういった手続きについて

も、今後、議会に説明してまいりたいと思います。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）12 番、西田彰君。 

（ 西 田 彰 君 ）町長にお伺いします。公共施設がどんど

ん増えていくという中で、20 年、30 年経った先にその公共施設が

重荷なってくるということは、もう絶対これは言えます。老朽化

してくると。そういった中で、先ほどからいろいろ旧児童館跡地

とか、そういうものが議論されておりますが、その辺はどのよう

に行政側が考えているのか、ちょっと町長にお聞きします。 

（ 中根信一郎 君 ）町長、太田康雄君。 

（ 太 田 康 雄 君 ）私への御質問でございますが、公共施設

がどんどん増えているという御指摘ですけれども、私としては、

どんどん増やしているという認識はございません。例えば、かつ

て旧静岡銀行森町支店跡地、また旧児童館跡地、それぞれの役割

を終えて。まちなかに二つの施設が隣接してあったわけですが、

どのような使い方をしていたかというと、もう人が中に入って使
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うという状況ではなく、資料を保管するというような施設として

使っておりました。それを旧周智高校跡地の校舎の部分、旧校舎

の部分を県から払下げを受ける際に、その中で最も建築年度が新

しく、また施設としても頑強であった建物について、解体をせず

にそのまま残し、そこに何か所かに分散していた資料を集約して、

旧静岡銀行森町支店、また旧児童館を施設としては廃止といいま

すか、解体をしたということで、集約をしながら新たに必要な施

設については、設置をしているという状況でございますので、公

共施設がどんどん増えているという認識は改めていただければと

思います。これが今後、どういった負担になっていくかというこ

とを考えますと、例えば現在、森町文化会館、森町病院も町の施

設でありますけれども、こういったものが 30 数年たって、だんだ

ん修繕あるいは設備の更新に費用がかかっているという現実はあ

りますが、しかしながら、あの時に、文化会館を建てていたから

こそ、今、様々な形で森町の文化の発展振興に寄与しているとい

うことを考えれば、やれるときにやっておかなければいけません

し、またできる限りランニングコスト、あるいは維持管理費を抑

えるような施設にしていかなければいけないと考えております。

ですので、旧藤江勝太郎家につきましても、取り壊すという情報

が入った時点で町が所有をするということで、建物を残しており

ます。棟札等から推察すると文久２年、江戸末期の建物であると

いうことです。確かに壊してしまえば、それで終わり、文久２年

の建物を、今建て直すことはできません。しかしながら、これを

町が所有することによって維持管理をしていくということは、森

町の歴史・文化にとっても大きなことであると思いますし、また

藤江勝太郎氏という偉人を顕彰していくうえでも大切なことであ

ると思っております。それが森町にとって、森町らしさであり、

森町が他の市や町と異なって、特色として特筆すべき事柄である

と思っておりますので、そこに町の予算を投じて、今計画を進め

ているところです。ただし、維持管理費をいかに抑えていくかと
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いうことで、ただ、建物として保存をしていくのではなく、そこ

でその施設が自走できるようにということで、カフェの併設とい

うことも合わせて考え、進めているところでございます。今後、

もちろん 30 年後、50 年後にあの施設がさらに修繕が必要になる

ということもあろうかと思いますが、しかしながら、30 年後、50

年後あるいは 100 年後においても、こういった建物が森町に残さ

れているということについて、森町の歴史・文化、遠州の小京都

としての価値がそこに残されていくものと思っておりますし、そ

う評価いただけるものだと考えているところです。 

（ 中根信一郎 君 ）12 番、西田彰君。 

（ 西 田 彰 君 ）この問題はちょっと平行線をたどるかな

と。今、例えば小学校体育館も冷房がない。そしてこの暑い中、帰

るにもその足も確保してもらえない。そのようなことを最初にや

らなければならないよう思ったりしてしまいます。これは町長と

平行線でいきますので、答弁はいりませんが、そのように今、ど

うしても必要なものというのはある。そこを最初に手を付けるべ

きではないかと、このような思いでおります。これは意見です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 ８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）川岸です。 

 11・12 ページ、６款３項１目の金額は大きくないのですけれど

も、産業課所管の鳥獣死骸処理手数料ですが、当初予算で 160 千

円がついているのですが、今回また 300 千円ということで、公道

の死骸処理だと思うのですけど、そんなに増えているのか、値段

が上がっているのかと思いましたので、その内容を聞きます。 

 続きまして、15・16 ページの８款２項３目、スマートＩＣ車長

制限解除概略検討業務ということで、令和６年後に車長制限解除

課題整理検討業務があったわけですけれども、その中にどういう

課題が検討されて、今回その概略の概算見積もりということだと

思うのですけれども、企業さんのニーズが確認されているという
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ことで、税金を使うところで慎重になっているのかもしれないで

すけれども、慎重に進めなければいけないのですけど、企業さん

としては、多分急いでほしいという中で、これはほとんど進んで

いくものなのかどうなのか、その内容を話せるところをお願いし

たいと思います。 

 ３点目が同じページの８款３項２目の建設課所管の単独河川改

修工事のかじや沢改修が 3,000 万円ですけれども、県の砂防工と

の取合い工ということで、こちらの内容というか、具体的な内容

をお願いします。 

（ 中根信一郎 君 ）産業課長。 

（ 栗 田 俊 助 君 ）産業課長です。 

 川岸議員の御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 11・12 ページ、６款３項１目、林業総務費の手数料であります。

鳥獣死骸処理手数料でございます。こちらにつきましては、先ほ

どお話ありましたように、当初 160 千円で予算をつけさせていた

だいてございます。産業課の死骸処理手数料でございますが、公

道に死んでいるイノシシと鹿に対しての死骸手数料になりますの

でよろしくお願いをしたいと思います。こちらにつきましては、

昨年、令和６年度につきましては、８月から２月の間に公道でイ

ノシシ、鹿が死亡している件数が大体９件ぐらいあったわけです。

それに伴いまして令和７年度につきましては、その実績に基づい

て当初予算を計上させていただいておりました。今回ですけれど

も、４月から８月にかけまして、９頭処理させていただいている

状況になりますので、昨年度と同様の件数が、４月から８月で処

理を行ったため、今回補正をお願いしているというところでござ

います。４月から８月ですが、公道で鹿が７件、イノシシが２件、

死骸処理をさせていただいてございます。この９件の中で２件に

つきましては、宿直に連絡があって対応していただいている分も

ございます。それと同時に、本年度につきましては、30 キログラ

ムから 80 キログラムの重さの処理の件数が９件のうち６件ござ
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いまして、死亡したもののキロ数が非常に大きいものが多く、６

件ということで多くなってございます。こちらの処理の金額につ

きましては、１キログラムから５キログラムが 4,180 円、５キロ

グラムから 30 キログラムが１万 1,000 円、30 キログラムから 50

キログラムが２万 2,000 円、50 キログラムから 80 キログラムが

３万 8,500 円、80 キログラム以上が５万 5,000 円というところで

ございまして、今回、30 キログラムから 80 キログラムのところで

６件ございましたので、非常に処理手数料がかかってしまったと

いうことでございます。今後、このように大きい個体を処理する

場合があろうと思いますので、そちらを含めて昨年同様の９件ほ

どを見込んで今回補正をさせていただいたという状況でございま

す。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）建設課長。 

（ 緩鹿英 文  君 ）建設課長です。 

 川岸議員の２問目の質問にお答えします。 

 まず１点目のスマートＩＣ車長制限解除の概略検討業務という

ことで、8,400 千円になります。これにつきましては、昨年度、車

長制限解除に向けた課題整理検討というところで、委託業務を行

っております。その中でトラック協会ですとか、中川にあるヤマ

ハ等々にも意見ヒアリング等をした中で、今後のこの車長制限解

除の課題、必要性の検討をしてきたというところにあります。そ

ういう中で、その中の結論としまして、当面まず線形的に交差点

改良、今、12 メートル車長制限がかかっているわけですけど、そ

れをセミトレーラー等が通るために制限を解除するということに

なったときに、まず交差点部分、基本的にはスマートインターか

ら出て、今の広域農道の方へ出て、掛川天竜線、袋井インターの

方に向かっていくという流れになろうかと思いますけど、交差点

部分としまして約５か所、それと道路の線形としまして、今の中

川のヤマハを出たすぐ下ぐらいのところで、カーブが連続すると

ころがありまして、そこの道路の線形の検討、その昨年の業務の
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中では道路台帳等の机上での整備をしていたというところになり

ますので、その辺につきまして、今回のこの委託の中で、もう少

し突っ込んだ、現地に入った測量等を調査した中で、検討してい

くということになります。そういったことでその業務を行う中で、

今後もし道路改良等をするに当たって、事業費がどのくらいかか

るのか、その辺も見据えた中で、実際、このスマートインターの

解除していくことにつきましては、地区協議会というところで、

町、地元、県、国、ネクスコ、警察等との地区協議会を開催して、

スマートインターの解除をしていくかどうかという結論を出して

いくということになりますので、まずは町としましても、どのく

らいのこの事業費がかかるか、その辺をまず算出しながら、そう

いう検討をしながら、実際のこの必要性等の整理をしていきたい

ということのために、今回概略の設計をすると、検討するという

ことでございます。 

 ３点目のかじや沢の改修工事につきましては、県でこの砂防事

業の設計等が一応完了したということになります。町としまして

も、このかじや沢のえん堤ができまして、えん堤までは県でやる

工事になりますけど、えん堤から下流の流路については、町の管

理になるということで町の工事になってくるという中で、町とし

ましても設計がおおむね完了しまして、今年度、今回によって

3,000 万円の工事として見ておりますけど、トータルの延長とし

ましては 30.5 メートル、そのうち中で現状の町道が、元の県道に

なりますけど、町道がありまして、そこのところを暗渠
きょ

で超える

ボックスカルバート工を６メートル、その下流の元の渡辺石油さ

ん、スタンドの横になりますけど、水路が通っていまして、そこ

のところのＬ型の水路工ということで 24.5 メートル等を工事し

ていくと。これにつきましては、県の設計が終わって、これから

用地交渉等入っていくと、買収でき次第、県としても、早い時期

に工事に入っていく、そのためには、まず上に上がっていくため

の工事車両の通路等も作らないといけないということもありまし
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て、前倒しで町が今回の工事をさせていただきたいというものに

なります。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）８番、川岸です。 

 どちらもよく分かりました。 

 同じページの 15・16 ページの８款３項２目の今のところのかじ

や沢の下のところ、公有財産購入費の山梨一宮線の話ですけれど

も、こちらは用地費 243 万円ということで、これも県からお金は

出るのですが、この場所と面積がどれぐらいかと、ここも水路を

付け替えることで、町の管理の水路になる、ずっとそうなるのか

ということを、ちょっと内容をお聞きします。 

 もう１点が、その下の８款４項４目、公園費の遠州の小京都リ

ノベーション推進事業委託料ということで、都市公園の地下貯留

施設の検討業務ということです。この業務をどちらに委託するか

ということと、今回その台風 15 号でも役場、大門、栄町でやはり

雨水が上手く流れないということがありましたので、この雨水の

調節には有用であると考えるとは思うのですけど、おそらく金額

が大きくなるのではないかなと想像するのですが、想定はどれぐ

らいと考えているかを伺います。そして、そこに溜めた水を活用

できるのかどうかを伺います。 

（ 中根信一郎 君 ）建設課長。 

（ 緩 鹿 英 文 君 ）川岸議員の御質問にお答えします。 

 まず１点目の８款３項２目、河川維持改修の公有財産購入費と

いうことで、これは県道の山梨一宮線のインター通り線として整

備しているところになります。そこの用地費ということで、今回

県道の工事で、基本的には県道の事業としてやるわけですけど、

その道路は作ることで、それに伴う排水路については、できたも

のについては、町の管理になる。そういったものについては、県

としては、やはり県が買って町に寄附、移すという感じができな

いということがありまして、まず町で用地を購入すると、ただ用
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地費につきましては、この歳入でも入れてありますけど、県から

負担金として全額入ってくるということになります。関係する用

地につきましては、地権者としましては二人おります。基本的に

はインター通り線としての新設の道路の区間になりますのであれ

ですけど、谷中地内になります。面積的には１件目が 159.63 平米

であります。二人目の所有者の土地が 60.78 平米ということで、

その２筆につきまして、購入する費用ということになります。 

 続いて、２点目の遠州のリノベーション推進事業の公園の地下

貯留施設についての御質問になります。 

 委託先につきましては、現在公園の設計をしている業者と昨年

水系別の調査ということで、現況の断面等を調査した業者が違う

中で、実際、公園の今の発注業者に設計してもらったの方が有利

かなというところがありますけど、その発注業務についても今調

整をしていきたいということは考えております。今回、この地下

貯留施設につきましては、現在進めております公園の基本設計の

中では、概ねの配置する場所ですとか、そういった概ねのところ

を決めていき、今後、公園の実施設計等に合わせて、詳細につい

ては設計していくということを考えておりましたが、もろもろの

補助事業等の検討をしていく中で、今回、ある程度の地下貯留施

設の容量、規模、そういったものを算定していかないことには、

補助事業等の検討、調整がなかなか難しいということで、今回、

追加で委託をさせていただいているということになります。金額

的にもかなり大きくなるというようなことが想定される中で、先

日の台風 15 号の時にも、やはり先ほどもありましたとおり、かな

りいろいろなところで冠水の被害が出ているということで、そう

いったものを勘案しますと、やはりもういろいろなところに一時

的にでもいいので、水を溜める施設、そういったものが必要にな

ってくるのかなというところで、その辺のどのくらい容量を溜め

るかについても、今後、この中で検討していきながら決めていき

たいというところで考えております。その水が溜めた水の活用方
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法ということかなと思いますけど、活用については基本的には今

考えている中では、蓮華寺の方から来る蓮華寺沢の排水路の水が

ずっと下の方に入っていくものですから、まずそれを一時的に取

水量によって取水をして、時間が経過した段階で、それをもう一

度元に、排水ポンプへ戻すような形をとるのか、その辺も含めて、

今回のこの検討業務の中で進めていきたいということで考えてお

ります。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）ここでしばらく休憩をとります。 

（ 午前１１時５９分 ～ 午後 １時１０分 休憩 ） 

（ 中根信一郎 君 ）休憩前に引き続き、会議を再開いたしま

す。 

 質疑はございませんか。 
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住民生活 
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（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

 日程第６、議案第 55 号「令和７年度森町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）」を議題とします。 

 本議案は、第二常任委員会に付託する予定です。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ８番、川岸和花子君。 

（ 川岸和花子 君 ）川岸です。 

 今回は、国県支出金等の返還金ということですけれども、第三

者行為に係る精算もありますが、今回はシステム改修に係る社会

保障税番号制度システム整備費等補助金の返還もあるということ

で、その内訳というか、金額を教えてください。 

（ 中根信一郎 君 ）住民生活課長。 

（ 森下友 幸  君 ）住民生活課長です。 

 川岸議員の御質問にお答えします。 

 ７款、諸支出金、１項、償還金及び還付加算金、２目、償還金の

内訳ということです。今回の返還金の内訳につきましては、第三
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者行為に係る返還、こちらが 85 万 6,500 円、不当不正利得分に係

る返還が５万 4,370 円、合わせまして普通の償還金が 91 万 870 円

です。それからもう一つ大きな要素としまして、令和７年度に実

施しました令和６年度社会保障税番号制度システム整備費等補助

金償還金であります。こちら、健康保険証とマイナンバーカード

の一体化に伴う市町村事務処理標準システム改修費に係る返還に

なります。こちらの交付決定額につきましては 831 万円でありま

した。これに対して交付確定額が 671 万 5,000 円で、その差し引

き 159 万 5,000 円が返還金に当たるものでございます。先ほどの

第三者行為等に係るものと合わせまして、250 万 5,870 円を償還

することになります。第三者行為に係る返還につきましては、例

年の精算によるものでありますが、システム改修費に係る返還に

つきましては、当初、この改修の実施計画におきましては、限度

額認定書等、文言を表示するような内容を考えておりましたが、

その内容については、窓口で説明文等を配布することにより対応

することにしたため、その分の改修費が少なくなったものであり

ます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 ７番、佐藤明孝君。 

（ 佐 藤 明 孝 君 ）ただいまの説明書７・８ページの関係で

すけれども、今、課長から第三者行為等に係る精算で 85 万円余の

お金が発生しているというお話でした。この精算、つまり取立て

等について、実際に起因者となる人だと思うのですけれども、こ

ちらへ実際に請求はされているのか、もし請求していないとなる

と、例えば債務の整理機構等の職員が請求に当たるのか、その点

の確認をお願いいたします。 

（ 中根信一郎 君 ）住民生活課長。 

（ 森 下 友 幸 君 ）住民生活課長です。 

佐藤明孝議員の御質問にお答えします。 

 第三者行為の説明をさせていただきます。例えばですけれども、
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他人の犬にかまれたとか、他人の落下物に当たって怪我をした、

飲食店などで食中毒にあったとか、刑事事件、傷害事件等に巻き

込まれて怪我をしたとか、そういったものが第三者行為と言われ

るものになります。それで、１番多いのは交通事故などではあり

ますが、第三者からそういった傷病を受けた場合、国保では医療

機関にかかることができるようになっています。その際は、まず

国保に連絡して、第三者行為による傷病届を提出してもらうとい

うことで、それで実際の医療費等の精算は、その実際に加害をし

た人が保険等で補填をするということになります。普通に国保を

使って、第三者行為という傷病届をせずに受診をして、その後、

第三者行為と分かったものについて、後で精算して、それは国保

から切り離して、精算が毎年１回されるということになります。

ですので、第三者行為にかかった費用等を加害者等に役場で請求

することはないという形でございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第７、議案第 56 号「令和７年度森町病院事業会計補正予算

（第１号）」を議題とします。 

 本議案は第一常任委員会に付託する予定です。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

 日程第８、議案第 57 号「東遠学園組合規約の変更について」を

議題とします。 

 本議案は第一常任委員会に付託する予定です。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 
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（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

 以上で、議案第 50 号から議案第 57 号までの質疑及び議案第 53

号については採決まで終了しました。 

 お諮りします。議案第 50 号から議案第 52 号並びに議案第 54 号

から議案第 57 号までの７件については、サイドブックス掲載の議

案付託表のとおり所管の常任委員会に付託したいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（ 「異議なし」と言う多数 ） 

異議なしと認めます。 

 したがって、サイドブックス掲載の議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の常任委員会に付託をします。なお、委員会審査の経過

並びに結果については、９月 22 日の本会議において、報告願いま

す。 

しばらく休憩をします。 

（ 午後 １時２０分 ～ 午後 １時２１分 休憩 ） 

（ 中根信一郎 君 ）休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第９、認定第１号「令和６年度森町一般会計歳入歳出決算

認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ７番、佐藤明孝君。 

（ 佐 藤 明 孝 君 ）65・66 ページです。２款２項４目になり

ます。定住推進課所管の 0001 移住定住促進事業についてお聞きい

たします。 

 ここに決算金額が表示されております。当初予算から見ますと、

当初予算が 32,346 千円ですが、決算が 1,716 万円余になっていま

すけれども、当初から比べると 1,518 万 5,635 円ほど少なくなっ

ております。この事業について、事業そのものもしっかりとなさ

れていたとは思いますけれども、かなりの金額が抑えられている

ということで事業そのものの取組み方を概要だけでも構いませ
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ん、ちょっとお知らせ願いたいと思います。これが１件目になり

ます。 

 そして２件目です。２件目が 0001 の下の方に委託料（その他）、

つながる森町学生ふるさと定期便事業委託料、このようになって

おります。ここにつきましても、当初予算 4,236 千円から見ます

と、65 万円ほど少なく抑えられております。この定期便事業もど

のような形で行われたのかというところを説明いただきたいと思

います。 

 そして３件目です。67・68 ページ、２款２項４目 0002 の地域お

こし協力隊活動事業になります。ここにつきましても、当初予算、

決算認定と比較しますと、761 万円余のお金が抑えられておりま

す。ここでの事業実績もあわせて御説明をできたらお願いしたい

と思います。以上３件になりますが、よろしくお願いいたします。 

（ 中根信一郎 君 ）定住推進課長。 

（ 鈴 木 孝 佳 君 ）定住推進課長です。 

 佐藤明孝議員の御質問、まず一つ目についてお答えさせていた

だきます。 

 ２款２項４目、移住促進費のうち不用額についての御質問だと

思いますが、その中で一番不用額として大きい負担金、交付金の

不用額の内容について御説明をさせていただきます。 

２款２項４目で移住促進費のうち 18 節、負担金、補助及び交付

金の不用額、これは金額として 1,811 万 8,664 円となりますけど

も、その理由と内訳につきまして答弁させていただきます。主な

不用額の内訳としましては、移住就業支援補助金、予算額 3,000 千

円に対しまして、支出済額が 60 万円、不用額が 240 万円となって

おります。これにつきましては当初見込みとしまして、子供二人

を含む世帯移住として 1 件 300 万円を見込んでおりましたが、交

付実績としまして、テレワークのための単身移住、１件 60 万円で

あったため、不用額が 2,260 万円となっております。次に住もう

よ森町新婚さん応援金、これは予算額 9,000 千円に対しまして、



- 50 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支出済額が 599 万 7,000 円、不用額が 300 万 3,000 円となってお

ります。これにつきましては、当初見込みとしまして、申請件数

30 件 9,000 千円を見込んでおりましたが、交付実績としまして、

20 件 599 万 7,000 円であったため、不用額が 300 万 3,000 円とな

っております。次に結婚新生活支援補助金、予算額 2,400 千円に

対しまして、支出済額が 26 万 8,000 円、不用額が 21 万 3,200 円

となっております。これにつきましては当初見込み額としまして

夫婦ともに 29 歳以下、これは補助金額が 60 万円ですけども、３

件 180 万円、39 歳以下 30 万円を２件 60 万円、計 240 万円を見込

んでおりましたが、交付実績としまして、夫婦とも 39 歳以下が１

件、26 万 8,000 円だったため、不用額が 213 万 2,000 円となって

おります。次に森町移住者新生活応援金、これにつきましては予

算額 6,150 千円に対しまして、支出済額が 281 万 2,270 円、不用

額につきましては 337 万 7,330 円。当初見込みとしまして、移住

促進応援金 30 件 225 万円、空き物件利活用応援金５件 210 万円、

起業チャレンジ応援金３件 90 万円、リモートワーク移住促進応援

金２件 40 万円、お試し移住体験応援金 10 件 50 万円、合わせまし

て 6,150 千円を見込んでおりましたけども、交付実績としまして、

移住促進応援金６件75万円、空き物件利活用円金３件109万5,000

円、リモートワーク移住促進後援金１件 20 万円、お試し移住体験

応援金 18 件 46 万 7,270 円、合計としまして、28 件 281 万 2,270

円となっており、不用額が 333 万 7,730 円となりました。次に人

をつなぐ関係人口創出事業補助金、これは予算額 3,000 千円対し

まして、支出済額が０円、不用額が 300 万円になっております。

当初見込みとして関係人口の受入施設等整備事業補助金として、

補助金額 100 万円を３件、合計としまして 3,000 千円を見込んで

おりましたけども、申請件数が０件だったため、不用額 300 万円

残っております。この事業につきましては令和５年度の実績とし

ましては、予算額 3,000 千円に対しまして、交付金額 300 万円と

なっております。 
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 続けて、二つ目の御質問を兼ねてお答えをさせていただきます

けども、地域おこし協力隊活動費補助金予算額 6,500 千円に対し

まして、支出済額が 405 万円、不用額が 245 万円。当初、活動費

補助金としまして、年額 200 万円とし、現隊員一人分と新規採用

隊員二人分として合計 600 万円。任期期間が令和６年６月までの

隊員一人名分として 50 万円、合計としまして 6,500 千円を見込ん

でおりましたけども、新規採用の隊員が令和６年 10 月からの一人

となりまして、交付実績としまして、二人分 405 万円だったため、

不用額が 245 万円となっております。そのほか合計をしましてト

ータルで補助金・交付金の不用額が 1,811 万 8,654 円となってお

ります。移住促進費の補助金、交付金につきましては、補助金交

付に際しまして、所得制限や居住地、補助対象事業費等の一定の

規定があるため、申請者の目的と事業の目的がマッチしない限り、

補助金の対象にはなりませんので、今後も広く周知を図り、事業

の推進に努めてまいりたいと思っております。 

 二つ目の御質問、ふるさと定期便の不用額と内容につきまして

ですけども、事項別説明書 66 ページになりますけども、２款２項

４目、移住促進費 0001 移住定住促進事業、12 節、委託料（その

他）つながる森町学生ふるさと定期便事業委託料 358 万 2,638 円

につきましては、大学等へ通学するため静岡県外で生活する森町

出身の学生や生徒に定期的に町の地場産品を贈ることで、ふるさ

と森町に愛着を持ち、Ｕターンや森町を応援する気持ちにつなげ

るとともに、学生周辺への森町の魅力や情報発信を支援してもら

うことを目的として令和２年度から取り組んでいる事業でありま

す。令和６年度は 91 件の申込みがありまして、令和６年４月 30

日に株式会社アクティ森と契約を締結いたしまして、６月とうも

ろこし、７月お茶、８月和菓子、９月コシヒカリ、10 月クラウン

メロン、11 月次郎柿、12 月レタスの合計７回、地場産品を送付し

ております。不用額 85 万 3,362 円につきましては、当初見込みが

学生申込み件数 100 件を見込んでおりましたけども、実際は 91 件
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ということで、その人数の差額によりまして不用額が発生したも

のでございます。 

 三つ目の御質問、先ほどちょっとお答えをさせていただきまし

たけども、事項別説明書 67・68 ページ、２款２項４目、移住促進

費0002地域おこし協力隊活動事業活動事業856万 7,476円につき

ましては、地域おこし協力隊員３人分の活動費等に係る経費であ

ります。地域おこし協力隊につきましては、令和６年度当初、二

人で活動しておりましたけども、令和３年７月に隊員一人が令和

６年６月末で３年間の任期を終了したため、新たに令和６年 10 月

から新隊員一人を任命いたしました。また、令和４年４月に委嘱

した隊員一人が、令和６年度末で任期を満了したことにまして、

現在一人での活動を行っております。地域おこし協力隊につきま

しては、外部の人材の斬新な視点から行政ではできないような柔

軟な地域おこし策を講じることにより、地域の担い手を育成する

とともに、地域力の向上を図り、地域が地域協力活動を通して地

域住民との交流、地域活性化を行うとともに、隊員が地域で定着

し、多分野にわたる地域おこしを継続することにより、新たな地

域力の発掘と強化につながり、将来的に定住することで、地域の

継続的な担い手と地域力の維持向上を目的として、平成 28 年度か

ら実施をしております。協力隊活動事業費 856 万 7,476 円の内訳

につきましては、隊員の報償金、月額 21 万 4,000 円となりますけ

ども、年額 256 万 8,000 円を支給しておりまして、任期は６月ま

での隊員につきましては、４月から６月までの３か月分 64 万

2,000 円、また 10月から新たに委嘱しました隊員につきましては、

10 月から３月までの６か月分 118 万 7,000 円、合計 439 万 7,000

円を支給しております。役務費としましては、活動保険料二人分、

１万 9,776 円、その他活動費補助金としまして一人当たり年間 200

万円を上限としまして３人分として 305 万円を支出しておりまし

て、また令和５年度に退員しました隊員一人分の企業支援金 100

万円を合わせて支出し、合計 405 万円を支出しております。以上
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です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

 日程第 10、認定第２号「令和６年度森町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第 11、認定第３号「令和６年度森町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第 12、認定第４号「令和６年度森町介護保険特別会計歳入

歳出決算認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 12 番、西田彰君。 

（ 西 田 彰 君 ）１点伺います。 

 まず歳入において介護保険料 2,170 万 2,000 円増で、これは町

民が払う保険料。その一方、国庫負担金というのはわずか 500 万

円しか増になっていません。国の負担金が 500 万円しか増になっ

てない、どういう具合でこのような負担金しかもらえないのか、

その辺ちょっと説明いただければ。 

（ 中根信一郎 君 ）福祉課長。 

（ 中 村 貢 君 ）福祉課長です。 

 西田議員の御質問にお答えいたします。 
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 まず１番目の保険料の関係ですけれども、予算額に対して決算

額が増えているということについてと思いますけれども、こちら

については、令和６年度からですけれども、主に所得が多い人の

介護保険料について見直しを行いまして、保険料の所得段階で、

以前の第９段階から第 13 段階まで拡充をしております。これによ

りまして、令和６年８月の本算定賦課では、予算時に試算したと

きよりも、拡充した９段階以上の人が 20 人程度、第７と第８段階

についても試算時よりも増加したために、保険料の決算額が予算

額を上回っていると状況となっております。 

 続いて２番目の質問は国庫補助金につきましては、国は介護給

付費等の２分の１という補助になっておりますけれども、こちら

については介護給付費の実績に基づいてこの給付ということにな

っておりますので、計算についてもそちらの介護給付を基にして

計算をしておりますので、ここに何か数値はそちらを基に計算さ

せていただいているというような状況です。なので、実際、増額

が国庫については、保険料とは特に連動していなくて、給付の実

施ということになっております。以上となります。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

 日程第 13、認定第５号「令和６年度森町大久保簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第 14、認定第６号「令和６年度森町三倉簡易水道事業特別

会計歳入歳出決算認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第 15、認定第７号「令和６年度森町大河内簡易水道事業特

別会計歳入歳出決算認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第 16、認定第８号「令和６年度森町水道事業会計決算認定

について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

日程第 17、認定第９号「令和６年度森町公共下水道事業会計決

算認定について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

 日程第 18、認定第 10 号「令和６年度森町病院事業会計決算認定

について」を議題とします。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ４番、佐藤嘉彦君。 

（ 佐 藤 嘉 彦 君 ）４番、佐藤です。 

 付属資料の 13 ページになります。職種別職員数ということで、

これを見ますと看護師のところで、令和６年度の初めは 83 人でし

た。令和６年度末が 75 人ということで、８人減ということになっ

ていると思います。令和６年度については、いわゆるその経営強
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化プランのスタートの年と認識をしておりまして、やはり医療人

材の確保であるとか、適正な人材の配置とか、そういったものが

主要な政策課題の一つと挙げられていると思いますが、現在の看

護師の人員配置の状況、満たされているのか、仮にもし減の状態

が続いているとした場合には、今後どのような対応していくかと

いうところを教えていただきたいと思います。 

（ 中根信一郎 君 ）病院事務局長。 

（ 朝比奈直之 君 ）病院事務局長です。 

 ただいまの佐藤嘉彦議員の御質問にお答えいたします。 

 ただいまの御質問でございますが、看護師数の状況につきまし

て、令和６年度は看護師が減少しているといった中で、現在の状

況と今後の取組ということでの御質問かと思います。 

初めに、令和６年度の看護師の状況について触れさせていただ

きたいと思います。決算書付属資料 13 ページ、職種別職員数でご

ざいますが、資料につきましては、正規職員の看護師数の推移と

なっております。先ほど佐藤議員御指摘のとおり、年度で申し上

げますと、令和６年４月１日から令和７年３月 31 日、年度末まで

で８人の減少。ただ、年度末で比較しますと、６人の減少といっ

たところでございます。看護師の退職理由につきましては家庭の

事情でありますとか、個々様々でございますが、看護師の退職者

数が 13 人、それに対して採用は５人といったことで、過去に比較

して非常に退職者が多い年になりました。一方、資料にはござい

ませんが、会計年度任用職員としての看護師の採用につきまして

は、令和６年度当初 16 人でございましたが、当初７年度当初には

22 人となり、６人増加しております。看護師数の合計としまして

は 97 人ということで、年度末で比較しますと増減はなく、病床数

など病院機能を制限するといったことはございませんでした。 

また、御質問の現在の状況でございますが、令和７年９月現在、

看護師数は８月までに二人退職いたしまして、３人を採用してい

るといったことで、正規職員については、年度当初より１人増加



- 57 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

９番議員 

 

 

 

 

して 76 人といった状況でございます。会計年度任用職員について

は 22 人で変わりなく、合計で 97 人が現在在職しているといった

状況です。経営強化プランの中でも、医療従事者の確保、それか

ら重点施策として病棟の安定的な運営といったことで施策を挙げ

ております。その１点の医療従事者の確保ということになるわけ

でございますが、今年度の対応といたしまして、看護師の採用試

験につきまして、既に２回実施をしております。採用内定５人と

いうことで、来年度当初に採用予定となっております。また今後

考えますと、さらに年間を通じて採用活動してまいりたいと考え

ておりまして、既に９月 27 日に３回目の採用試験を予定しておる

ところでございます。年間を通じて安定的な確保ができるように

取り組んでいきまいりたいと考えております。また、子育て中で

あったり、親の介護など家庭の事情によって、フルタイムでの勤

務、それから夜勤、そういったものが難しいといった人もいらっ

しゃいますので、そういった人につきましては、事前の面談や病

院の見学会等実施しまして、半日勤務、あるいは昼のみの勤務、

そういった働き方の希望を聞いたうえで、会計年度任用職員とし

ても積極的に採用しているところでございます。今年度及び来年

度に向けて順調に看護師の確保ができていると考えております

が、今後も入院機能を維持するといったためには、夜間勤務ので

きる正看護師の確保は、重点施策として考えておりますので、今

後も安定的に確保できるように、採用活動に努めてまいりたいと

考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 

 ９番、岡戸章夫君。 

（ 岡戸章 夫  君 ）９番、岡戸です。 

16 ページのところ、お願いします。 

 業務のところで、16 ページの外来のところで一番下を見ていき

ますと、単価が比較増減でマイナス 2,297 となっていますけども、

この辺の分析といいますか、少し教えていただきたいのですけど。 
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（ 中根信一郎 君 ）病院事務局長。 

（ 朝比奈直之 君 ）病院事務局長です。 

 岡戸議員の御質問にお答えいたします。 

 付属資料 16 ページ、業務量のうち外来についての御質問で、内

容は単価が下がっているが、その原因はといった御質問かと思い

ます。 

資料を見ていただきますと、単価につきましては、比較増減、い

わゆる令和５年度との実績で合計ではマイナス 665 円ということ

になっております。この主な要因でございますが、三つほどござ

います。１点目は、令和５年度は新型コロナの感染者がかなりま

だ多い状況といったところがございまして、発熱外来を積極的に

行っておりました。令和６年度に入りまして、そういった発熱外

来といった形での診療がほぼほぼなくなって、そういった患者さ

んが減ってきたという中で、発熱外来につきましては、かなり単

価が高くなっておりましたので、その患者さんが減ったのが一つ

の要因かと思います。それから２点目は、外科のがんの患者さん

の化学療法、投薬での治療といった患者さんが当院の取組としま

して、そういった外科の急性期、がんの患者さんを中心としてい

た高度な医療が必要な患者さんについては中東遠総合医療センタ

ーや磐田市立総合病院、そういったところにまずは治療をお願い

して、当院は治療後の患者さんを受け入れるといった連携体制を

とっているところでございまして、そういった化学療法のがんの

患者さんの治療通院での患者さんの治療が、当院での治療、外来

が減ったといったのが一つの要因でございます。その代わりです

が、薬剤費につきましては、前年と比べて減少しているといった

状況になっております。それから、もう１点は、内科の生活習慣

病の指導療養費が令和６年度の診療報酬改定によりまして、計画

書の作成といったことが要件になりました。これがなかなか医師

の負担が大きいといった中で、そこの部分が算定できていないと

いったことがございましたので、その今説明した３点が主な単価
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の減少となった要因と考えております。ただ生活習慣病の療養費

につきましては、徐々に医師の皆さんが計画書の策定も患者さん

の治療を優先的にということで取り組んでいただいておりますの

で、そういったところは徐々に解除されておりますので、今後、

単価については注視してまいりたいと考えております。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）９番、岡戸章夫君。 

（ 岡 戸 章 夫 君 ）再質問で、今、最後に説明ありました生活

習慣病の計画書ですけれども、これは今、医師が診療しながら作

成していると受け取ったのですけども、この計画書というのは医

師ではなくて、ほかの人が作るというようなことはできないでし

ょうか。そうすると医師の負担が減るのではないかなという、そ

ういったちょっと見方をしているのですけど、どうでしょうか。 

（ 中根信一郎 君 ）病院事務局長。 

（ 朝比奈直之 君 ）病院事務局長です。 

 岡戸議員の再質問にお答えいたします。 

 生活習慣病の計画書の作成が医師ではなくて、ほかの者が作成

すれば負担が減るではないかといった御質問でございます。 

計画書の作成につきましては、診療の中で、医師が患者さんと

面談をしながら計画書を作成していくという形になります。ただ

実際の記録的なものは、医師事務作業補助者というものが、その

作成をして、最終的に医師と患者さんがそれを確認したうえで、

同意をしてサインをするといった形であれば問題ないものですか

ら、医師が全て計画書作成といったことではございませんが、た

だ何分その医師事務作業補助、事務員の数につきましても、現在

なかなか足りてないというか、業務が煩雑になっている中で、手

が回らないといったところがありますので、現状のところはでき

るだけ医師に、実際に患者さんとの面談をして、聞き取りもして

作成しますので、医師の責任としてやっていただいているといっ

たところが現状でございます。以上です。 

（ 中根信一郎 君 ）他に質疑はありませんか。 
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（ 発言する者なし ） 

（ 中根信一郎 君 ）質疑なしと認めます。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次回を議事日程の予定を報告します。９月 18 日午前９時 30 分、

本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日はこれで散会します。 

 

 

      （ 午後 ２時 ３分 散会 ） 


